
波
頭
捉
へ
ん
と
し
て
サ
ー
フ
ァ
ー
は
初
日
の
海
に

波
頭
捉
へ
ん
と
し
て
サ
ー
フ
ァ
ー
は
初
日
の
海
に
板

ボ
ー
ド

ボ
ー
ド

滑
ら
す

滑
ら
す

 

片
瀬　

中
村　
　

喬

片
瀬　

中
村　
　

喬

　

確
か
な
描
写
に
よ
っ
て
波
の
音
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　

確
か
な
描
写
に
よ
っ
て
波
の
音
も
聞
こ
え
て
く
る
。

寺
庭
の
墓
地
へ
と
続
く
坂
道
を
カ
ラ
カ
ラ
コ
ロ
ン
と
団
栗
下
る

寺
庭
の
墓
地
へ
と
続
く
坂
道
を
カ
ラ
カ
ラ
コ
ロ
ン
と
団
栗
下
る

 

大
船　

小
笹
岐
美
子

大
船　

小
笹
岐
美
子

　

「
カ
ラ
カ
ラ
コ
ロ
ン
」
の
擬
音
語
が
効
果
的
で
楽
し
い
歌
。

　

「
カ
ラ
カ
ラ
コ
ロ
ン
」
の
擬
音
語
が
効
果
的
で
楽
し
い
歌
。

杞
憂
な
る
や
破
天
荒
な
る
ト
ラ
ン
プ
の
指
針
の
ま
へ
に
思
ひ
惑
へ

杞
憂
な
る
や
破
天
荒
な
る
ト
ラ
ン
プ
の
指
針
の
ま
へ
に
思
ひ
惑
へ

り 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

　

現
状
を
鋭
く
捉
え
た
時
事
詠
。

　

現
状
を
鋭
く
捉
え
た
時
事
詠
。

朝
霧
の
濃
く
薄
く
層
な
し
て
今
日
の
天
気
は
何
色
な
ら
ん

朝
霧
の
濃
く
薄
く
層
な
し
て
今
日
の
天
気
は
何
色
な
ら
ん

 

逗
子
市　

湊　

美
根
子

逗
子
市　

湊　

美
根
子

ふ
り
向
け
ば
手
を
振
り
続
け
る
父
お
り
て
夕
暮
の
道
に
歩
み
ゆ
る

ふ
り
向
け
ば
手
を
振
り
続
け
る
父
お
り
て
夕
暮
の
道
に
歩
み
ゆ
る

め
る
め
る 

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

葉
山
町　

近
藤
美
知
子

た
っ
ぷ
り
と
落
ち
葉
を
根
元
に
溜
め
込
め
し
木
々
を
従
え
峰
は

た
っ
ぷ
り
と
落
ち
葉
を
根
元
に
溜
め
込
め
し
木
々
を
従
え
峰
は

冬ね
む
り

ね
む
り眠
に 

逗
子
市　

木
村　
　

勲

逗
子
市　

木
村　
　

勲

大
根
の
畑
一
面
に
雪
つ
も
り
抜
く
に
抜
か
れ
ぬ
青
首
の
列

大
根
の
畑
一
面
に
雪
つ
も
り
抜
く
に
抜
か
れ
ぬ
青
首
の
列

 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

幼
子
は
腰
を
「
く
」
の
字
に
曲
げ
な
が
ら
黄
金
の
色
の
絨
毯
歩
く

幼
子
は
腰
を
「
く
」
の
字
に
曲
げ
な
が
ら
黄
金
の
色
の
絨
毯
歩
く

 

笛
田　

入
野　

裕
江

笛
田　

入
野　

裕
江

お
の
づ
か
ら
言
葉
失
ふ
ば
か
り
な
り
季
節
外
れ
の
初
積
雪
に

お
の
づ
か
ら
言
葉
失
ふ
ば
か
り
な
り
季
節
外
れ
の
初
積
雪
に

 

六
浦　

岩
澤　

正
春

六
浦　

岩
澤　

正
春

い
わ
し
雲
広
が
る
空
の
下
に
佇
つ
ひ
と
月
分
の
薬
を
さ
げ
て

い
わ
し
雲
広
が
る
空
の
下
に
佇
つ
ひ
と
月
分
の
薬
を
さ
げ
て

 

大
庭　

青
木
寿
美
子

大
庭　

青
木
寿
美
子

風
に
乗
り
灯
油
の
移
動
販
売
の
声
の
聞
こ
え
て
冬
さ
り
に
け
り

風
に
乗
り
灯
油
の
移
動
販
売
の
声
の
聞
こ
え
て
冬
さ
り
に
け
り

 

七
里
ガ
浜　

嶋　
　

尚
久

七
里
ガ
浜　

嶋　
　

尚
久

外
人
墓
地
十
字
の
墓
標
つ
た
紅
葉

外
人
墓
地
十
字
の
墓
標
つ
た
紅
葉 

川
名　

槇
野
あ
さ
子

川
名　

槇
野
あ
さ
子

　

英
国
の
外
人
墓
地
を
み
た
こ
と
が
あ
る
。
蔦
紅
葉
が
美
し
い
。

　

英
国
の
外
人
墓
地
を
み
た
こ
と
が
あ
る
。
蔦
紅
葉
が
美
し
い
。

棘
痕
の
斑
点
数
ふ
る
柚
湯
か
な

棘
痕
の
斑
点
数
ふ
る
柚
湯
か
な 

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

辻
堂　

柳　
　

蒼
柳

　

柚
湯
に
入
り
な
が
ら
柚
子
と
遊
ん
で
い
る
作
者
。

　

柚
湯
に
入
り
な
が
ら
柚
子
と
遊
ん
で
い
る
作
者
。

釣
人
の
耳
あ
て
寒
し
冬
の
空

釣
人
の
耳
あ
て
寒
し
冬
の
空 

葉
山
町　

近
藤　
　

純

葉
山
町　

近
藤　
　

純

　

釣
人
が
釣
を
し
て
い
る
。
耳
あ
て
に
目
を
と
め
た
面
白
さ
。

　

釣
人
が
釣
を
し
て
い
る
。
耳
あ
て
に
目
を
と
め
た
面
白
さ
。

枯
野
ま
で
影
追
ひ
つ
め
て
夕
日
落
つ

枯
野
ま
で
影
追
ひ
つ
め
て
夕
日
落
つ 

腰
越　

近
藤　

源
司

腰
越　

近
藤　

源
司

　

夕
日
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
ゆ
く
。
中
七
の
表
現
が
う
ま
い
。

　

夕
日
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
ゆ
く
。
中
七
の
表
現
が
う
ま
い
。

北
の
駅
小
さ
き
ホ
ー
ム
は
紅
葉
中

北
の
駅
小
さ
き
ホ
ー
ム
は
紅
葉
中 

腰
越　

松
原　
　

薫

腰
越　

松
原　
　

薫

　

北
の
単
線
の
駅
で
あ
ろ
う
。
紅
葉
が
い
っ
ぱ
い
に
拡
が
る
。

　

北
の
単
線
の
駅
で
あ
ろ
う
。
紅
葉
が
い
っ
ぱ
い
に
拡
が
る
。

雪
が
舞
ふ
日
本
列
島
駆
け
抜
け
る

雪
が
舞
ふ
日
本
列
島
駆
け
抜
け
る 

腰
越　

大
川　

昭
子

腰
越　

大
川　

昭
子

　

思
い
が
け
な
い
雪
。
作
者
の
喜
び
が
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

思
い
が
け
な
い
雪
。
作
者
の
喜
び
が
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

小
春
日
や
習
ひ
始
め
の
ピ
ア
ノ
音

小
春
日
や
習
ひ
始
め
の
ピ
ア
ノ
音 

本
鵠
沼　

宗　

と
し
尾

本
鵠
沼　

宗　

と
し
尾

臥
せ
る
身
に
は
や
年
の
瀬
を
迎
へ
け
り

臥
せ
る
身
に
は
や
年
の
瀬
を
迎
へ
け
り 

材
木
座　

貝
山　

正
子

材
木
座　

貝
山　

正
子

除
夜
の
鐘
過
ぎ
し
月
日
を
振
り
返
え
る

除
夜
の
鐘
過
ぎ
し
月
日
を
振
り
返
え
る 

栄
区　

青
木　
　

努

栄
区　

青
木　
　

努

母
を
知
る
気
さ
く
な
人
と
日
向
ぼ
こ

母
を
知
る
気
さ
く
な
人
と
日
向
ぼ
こ 

六
浦　

岩
澤　

正
春

六
浦　

岩
澤　

正
春

さ
ん
ざ
め
く
星
の
お
し
ゃ
べ
り
寒
昴

さ
ん
ざ
め
く
星
の
お
し
ゃ
べ
り
寒
昴 

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

笹
目
町　

出
蔵
か
お
る

リ
ハ
ビ
リ
の
杖
に
無
慈
悲
な
初
時
雨

リ
ハ
ビ
リ
の
杖
に
無
慈
悲
な
初
時
雨 

台　

魚
住　

藤
明

台　

魚
住　

藤
明

茶
の
花
に
そ
そ
ぐ
日
差
し
の
や
わ
ら
か
き

茶
の
花
に
そ
そ
ぐ
日
差
し
の
や
わ
ら
か
き 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

陽
の
あ
た
る
枯
野
懐
ふ
か
き
か
な

陽
の
あ
た
る
枯
野
懐
ふ
か
き
か
な 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

リ
ハ
ビ
リ
の
ま
だ
ま
だ
続
く
黄
落
期

リ
ハ
ビ
リ
の
ま
だ
ま
だ
続
く
黄
落
期 

今
泉　

小
林　

今
泉　

小
林　

子

大
寺
の
丸
き
柱
や
石
蕗
の
花

大
寺
の
丸
き
柱
や
石
蕗
の
花 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

お
正
月
一
人
寂
し
く
家
の
中

お
正
月
一
人
寂
し
く
家
の
中 

逗
子
市　

雨
宮　

夏
樹

逗
子
市　

雨
宮　

夏
樹

　

鎌
倉
市
小
町
の
本
覚
寺

　

鎌
倉
市
小
町
の
本
覚
寺

（
永
倉
嘉
文
住
職
）仁
王
門
の

（
永
倉
嘉
文
住
職
）仁
王
門
の

２
体
の
仁
王
（
金
剛
力
士
）

２
体
の
仁
王
（
金
剛
力
士
）

像
の
保
存
修
理
が
終
わ
り
、

像
の
保
存
修
理
が
終
わ
り
、

1212
月
1616
日
、
仁
王
門
に
収
め

日
、
仁
王
門
に
収
め

ら
れ
た

ら
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

２
０
１
２
年
９
月
か
ら
仁

　

２
０
１
２
年
９
月
か
ら
仁

王
門
と
仏
像
の
修
理
が
開
始

王
門
と
仏
像
の
修
理
が
開
始

さ
れ
、
仁
王
門
は
２
０
１
３

さ
れ
、
仁
王
門
は
２
０
１
３

年
に
完
成
し
た
が
、
仏
像
は

年
に
完
成
し
た
が
、
仏
像
は

納
期
が
遅
れ
て
い
た
。

納
期
が
遅
れ
て
い
た
。

　

1616
日
は
朝
９
時
す
ぎ
に
門

日
は
朝
９
時
す
ぎ
に
門

前
に
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
す
る

前
に
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
す
る

と
、
６
、
７
人
が
か
り
で
台

と
、
６
、
７
人
が
か
り
で
台

座
や
、
高
さ
２
㍍
を
超
え
る

座
や
、
高
さ
２
㍍
を
超
え
る

仏
像
を
仁
王
門
に
運
び
入

仏
像
を
仁
王
門
に
運
び
入

れ
、
５
時
間
ほ
ど
か
け
て
２

れ
、
５
時
間
ほ
ど
か
け
て
２

体
の
設
置
が
終
わ
っ
た
。

体
の
設
置
が
終
わ
っ
た
。

　

仏
像
は
江
戸
時
代
初
期
の

　

仏
像
は
江
戸
時
代
初
期
の

作
品
で
、
修
理
を
行
っ
た
滋

作
品
で
、
修
理
を
行
っ
た
滋

賀
県
大
津
市
の

賀
県
大
津
市
の
楽さ

さ
さ
さ

浪な
み
な
み

文
化
財

文
化
財

修
理
所
・
所
長
の
髙
橋
利
明

修
理
所
・
所
長
の
髙
橋
利
明

さ
ん
に
よ
る
と
、
今
回
は
そ

さ
ん
に
よ
る
と
、
今
回
は
そ

れ
以
降
に
施
さ
れ
た
塗
り
を

れ
以
降
に
施
さ
れ
た
塗
り
を

取
り
除
き
、
製
作
当
初
の
肌

取
り
除
き
、
製
作
当
初
の
肌

を
出
す
、
文
化
財
と
し
て
の

を
出
す
、
文
化
財
と
し
て
の

保
存
修
理
を
し
た
と
い
う
。

保
存
修
理
を
し
た
と
い
う
。

　

永
倉
住
職
は
「
目
も
新
し

　

永
倉
住
職
は
「
目
も
新
し

く
つ
く
っ
て
入
っ
た
の
で
仏

く
つ
く
っ
て
入
っ
た
の
で
仏

像
が
生
き
返
っ
た
よ
う
だ
」

像
が
生
き
返
っ
た
よ
う
だ
」

と
話
し
て
い
た
。

と
話
し
て
い
た
。

　

本
覚
寺
は
１
４
３
６
年

　

本
覚
寺
は
１
４
３
６
年

（
永
享
８
）に

（
永
享
８
）に
日に

っ
に
っ

出し
ゅ
つ

し
ゅ
つが
創
建
。

が
創
建
。

２
世
住
持
・
日
朝
は
、
身
延

２
世
住
持
・
日
朝
は
、
身
延

山
久
遠
寺
貫
主
職
に
就
き
、

山
久
遠
寺
貫
主
職
に
就
き
、

日
蓮
の
遺
骨
を
本
覚
寺
に
分

日
蓮
の
遺
骨
を
本
覚
寺
に
分

骨
し
た
た
め
「
東
身
延
」
と

骨
し
た
た
め
「
東
身
延
」
と

称
さ
れ
、
日
蓮
宗
の
寺
と
し

称
さ
れ
、
日
蓮
宗
の
寺
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

現
存
す
る
「
二
天
門
建
立

　

現
存
す
る
「
二
天
門
建
立

棟
札
」
に
よ
る
と
、
最
初
の

棟
札
」
に
よ
る
と
、
最
初
の

山
門
山
門
は
日
朝
が
創
建
し
、
４

は
日
朝
が
創
建
し
、
４

百
年
後
の
１
８
７
６
年
（
明

百
年
後
の
１
８
７
６
年
（
明

治
９
）
に
老
朽
化
に
と
も
な

治
９
）
に
老
朽
化
に
と
も
な

い
、
い
、
4141
世
の
日
普
住
職
が
再

世
の
日
普
住
職
が
再

建
し
た
。
２
０
１
２
年
の
改

建
し
た
。
２
０
１
２
年
の
改

修
で
そ
の
素
材
を
洗
浄
、
補

修
で
そ
の
素
材
を
洗
浄
、
補

強
す
る
な
ど
し
て
保
存
修
理

強
す
る
な
ど
し
て
保
存
修
理

し
た
。
本
堂
の
改
築
も
２
０

し
た
。
本
堂
の
改
築
も
２
０

１
４
年
か
ら
行
わ
れ
、
昨
年

１
４
年
か
ら
行
わ
れ
、
昨
年

６
月
に
完
成
し
法
要
が
営
ま

６
月
に
完
成
し
法
要
が
営
ま

れ
た
。

れ
た
。

　

昨
年

　

昨
年
1212
月
１
日
の
「
映
画

月
１
日
の
「
映
画

の
日
」
に
都
内
の
ホ
テ
ル
で

の
日
」
に
都
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
第

開
催
さ
れ
た
第
6161
回
「
映
画

回
「
映
画

の
日
」
中
央
大
会
で
、
元
松

の
日
」
中
央
大
会
で
、
元
松

竹
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
山
内

竹
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
山
内

静
夫
さ
ん
（

静
夫
さ
ん
（
9191
）
＝
写
真
前

＝
写
真
前

列
左
か
ら
２
番
目
＝

列
左
か
ら
２
番
目
＝
が
特
別

が
特
別

功
労
章
を
受
章
し
た
。

功
労
章
を
受
章
し
た
。

　

同
賞
は
日
本
映
画
界
に
多

　

同
賞
は
日
本
映
画
界
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
者
に
贈
ら

大
な
貢
献
を
し
た
者
に
贈
ら

れ
る
賞
で
、
山
内
氏
は
小
津

れ
る
賞
で
、
山
内
氏
は
小
津

な
ど
を
通
し
て
、
永
年
に
わ

な
ど
を
通
し
て
、
永
年
に
わ

た
り
、
献
身
的
に
小
津
監
督

た
り
、
献
身
的
に
小
津
監
督

の
世
界
観
を
発
信
し
、
国
内

の
世
界
観
を
発
信
し
、
国
内

外
の
数
々
の
映
画
作
家
に
影

外
の
数
々
の
映
画
作
家
に
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
評

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。
ほ
か
に
東
宝
相

価
さ
れ
た
。
ほ
か
に
東
宝
相

談
役
の
高
井
英
幸
氏
、
映
画

談
役
の
高
井
英
幸
氏
、
映
画

評
論
家
の
お
す
ぎ
氏
の
２
人

評
論
家
の
お
す
ぎ
氏
の
２
人

が
同
章
を
受
章
、
過
去
に
は

が
同
章
を
受
章
、
過
去
に
は

小
津
安
二
郎
氏
、
宮
崎
駿
氏

小
津
安
二
郎
氏
、
宮
崎
駿
氏

ら
が
受
章
し
て
い
る
。

ら
が
受
章
し
て
い
る
。

　

1212
月
1010
日
に
は
北
鎌
倉
の

日
に
は
北
鎌
倉
の

浄
智
寺
で
小
津
安
二
郎
監
督

浄
智
寺
で
小
津
安
二
郎
監
督

の
映
画
上
映
の
後
、
山
内
静

の
映
画
上
映
の
後
、
山
内
静

夫
さ
ん
と
俳
優
の
柄
本
明
さ

夫
さ
ん
と
俳
優
の
柄
本
明
さ

　

今
年
創
立

　

今
年
創
立
7070
周
年
を
迎
え

周
年
を
迎
え

た
鎌
倉
商
工
会
議
所
（
久
保

た
鎌
倉
商
工
会
議
所
（
久
保

田
陽
彦
会
頭
）
が

田
陽
彦
会
頭
）
が
1212
月
６
日

月
６
日

記
念
の
会
員
大
会
を
市
内
の

記
念
の
会
員
大
会
を
市
内
の

ホ
テ
ル
で
行
い
、
約
３
０
０

ホ
テ
ル
で
行
い
、
約
３
０
０

人
が
参
加
し
、
交
流
し
た

人
が
参
加
し
、
交
流
し
た
＝

写
真
写
真
。
商
工
業
の
功
労
者
の

。
商
工
業
の
功
労
者
の

表
彰
も
あ
っ
た
。

表
彰
も
あ
っ
た
。

　

同
会
議
所
は
１
９
４
６
年

　

同
会
議
所
は
１
９
４
６
年

に
創
立
。
地
元
の
商
工
業
者

に
創
立
。
地
元
の
商
工
業
者

が
業
種
の
違
い
や
規
模
の
大

が
業
種
の
違
い
や
規
模
の
大

小
を
越
え
て
商
工
業
の
復

小
を
越
え
て
商
工
業
の
復

興
、
社
会
全
体
の
発
展
を
め

興
、
社
会
全
体
の
発
展
を
め

ざ
す
。
久
保
田
会
頭
は
、

ざ
す
。
久
保
田
会
頭
は
、

「
鎌
倉
に
住
む
人
、
働
く

「
鎌
倉
に
住
む
人
、
働
く

人
、
来
る
人
み
ん
な
が
笑
顔

人
、
来
る
人
み
ん
な
が
笑
顔

の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
た

の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）▼
退
役
役
員
議
員

（
敬
称
略
）▼
退
役
役
員
議
員

＝
宮
本
英
光（
き
も
の
蔵
人

＝
宮
本
英
光（
き
も
の
蔵
人

み
や
も
と
）豊
島
迪
彦（
綜
合

み
や
も
と
）豊
島
迪
彦（
綜
合

商
事
）髙
橋
和
歌
夫（
和
歌
美

商
事
）髙
橋
和
歌
夫（
和
歌
美

屋
商
店
）▼
産
業
功
労
＝
座

屋
商
店
）▼
産
業
功
労
＝
座

間
幹
夫（
ま
る
み
）土
井
忠
敬

間
幹
夫（
ま
る
み
）土
井
忠
敬

（
若
草
珠
算
勉
強
会
）中
杉
春

（
若
草
珠
算
勉
強
会
）中
杉
春

生（
中
杉
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ

生（
中
杉
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
）横
山
英
夫（
大
船
自

ー
ビ
ス
）横
山
英
夫（
大
船
自

動
車
）德
増
源
七（
德
増
不
動

動
車
）德
増
源
七（
德
増
不
動

産
）江
夏
宏
明（
華
正
樓
鎌
倉

産
）江
夏
宏
明（
華
正
樓
鎌
倉

店
）▼
商
工
業
婦
人
貢
献
＝

店
）▼
商
工
業
婦
人
貢
献
＝

近
藤
尚
美（
創
作
和
料
理
近

近
藤
尚
美（
創
作
和
料
理
近

藤
）堀
博
子（
帝
国
堂
時
計

藤
）堀
博
子（
帝
国
堂
時
計

店
）▼
商
工
業
優
良
従
業
員

店
）▼
商
工
業
優
良
従
業
員

＝
4141
事
業
所
１
０
５
人

事
業
所
１
０
５
人

▼
優
良
小
売
店
舗
・
会
頭

▼
優
良
小
売
店
舗
・
会
頭

賞
＝
，Ｌ

賞
＝
，Ｌ 

Ｅ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
鎌

Ｅ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
鎌

倉
、
鎌
倉
彫

倉
、
鎌
倉
彫 

陽
雅
堂
、
龍

陽
雅
堂
、
龍

月
、
笹
の
葉
、
食
堂
Ｃ
Ｏ
Ｂ

月
、
笹
の
葉
、
食
堂
Ｃ
Ｏ
Ｂ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
、
斎
藤
青
果
店

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
、
斎
藤
青
果
店

安
二
郎
監
督
の

安
二
郎
監
督
の

『
早
春
』『
彼
岸
花
』

『
早
春
』『
彼
岸
花
』

『
秋
日
和
』
『
秋

『
秋
日
和
』
『
秋

刀
魚
の
味
』
な
ど

刀
魚
の
味
』
な
ど

の
代
表
作
を
含
め

の
代
表
作
を
含
め

て
作
品
の
プ
ロ
デ

て
作
品
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
に
力
を
注

ュ
ー
ス
に
力
を
注

ぎ
、
小
津
監
督
亡

ぎ
、
小
津
監
督
亡

き
後
は
、
「
小
津

き
後
は
、
「
小
津

安
二
郎
記
念
・
蓼

安
二
郎
記
念
・
蓼

科
高
原
映
画
祭
」

科
高
原
映
画
祭
」

ん
の
対
談
が
あ
り

ん
の
対
談
が
あ
り
＝
写
真

＝
写
真

下
、
好
評
だ
っ
た
。
映
画
文

、
好
評
だ
っ
た
。
映
画
文

化
を
継
承
す
る
た
め
、
地
域

化
を
継
承
す
る
た
め
、
地
域

と
の
コ
ラ
ボ
で
上
映
会
を
行

と
の
コ
ラ
ボ
で
上
映
会
を
行

う
湘
南
遊
映
坐
主
催
の
「
み

う
湘
南
遊
映
坐
主
催
の
「
み

ん
な
の
小
津
会
」
の
企
画
。

ん
な
の
小
津
会
」
の
企
画
。

　

山
内
さ
ん
は
「
私
の
映
画

　

山
内
さ
ん
は
「
私
の
映
画

生
活
の
大
半
を
小
津
先
生
と

生
活
の
大
半
を
小
津
先
生
と

す
ご
し
、
多
く
を
学
ば
せ
て

す
ご
し
、
多
く
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
。
一
番
の
恩
人

い
た
だ
い
た
。
一
番
の
恩
人

で
そ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
が

で
そ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
が

生
涯
の
宿
命
で
あ
る
と
思

生
涯
の
宿
命
で
あ
る
と
思

う
」
と
話
し
て
い
た
。

う
」
と
話
し
て
い
た
。

　

鎌
倉
市
佐
助
の
児
童
養
護

　

鎌
倉
市
佐
助
の
児
童
養
護

施
設
「
鎌
倉
児
童
ホ
ー
ム
」

施
設
「
鎌
倉
児
童
ホ
ー
ム
」

で
1212
月
３
日
、
鎌
倉
菓
子
組

月
３
日
、
鎌
倉
菓
子
組

合
（
浜
野
誠
組
合
長
・
組
合

合
（
浜
野
誠
組
合
長
・
組
合

員
3636
人
）
主
催
の
餅
つ
き
が

人
）
主
催
の
餅
つ
き
が

行
わ
れ
た

行
わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
同
組
合

。
同
組
合

が
１
９
７
５
年
か
ら
開
催
し

が
１
９
７
５
年
か
ら
開
催
し

て
い
る
催
し
で

て
い
る
催
し
で
4242
回
目
。

回
目
。

　

も
ち
米

　

も
ち
米
4040
㌔
が
準
備
さ

㌔
が
準
備
さ

れ
、
組
合
員
が
蒸
し
あ
が
っ

れ
、
組
合
員
が
蒸
し
あ
が
っ

た
米
を
臼
に
移
す
と
子
ど
も

た
米
を
臼
に
移
す
と
子
ど
も

た
ち
が
代
わ
る
代
わ
る
餅
を

た
ち
が
代
わ
る
代
わ
る
餅
を

つ
い
た
。
つ
き
あ
が
っ
た
餅

つ
い
た
。
つ
き
あ
が
っ
た
餅

に
は
、
大
根
お
ろ
し
、
き
な

に
は
、
大
根
お
ろ
し
、
き
な

粉
、
餡
な
ど
を
ま
ぶ
し
て
提

粉
、
餡
な
ど
を
ま
ぶ
し
て
提

供
。
イ
チ
ゴ
大
福
や
お
供

供
。
イ
チ
ゴ
大
福
や
お
供

え
、
の
し
餅
も
で
き
た
。

え
、
の
し
餅
も
で
き
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
満
面
の
笑

　

子
ど
も
た
ち
は
満
面
の
笑

み
で
つ
き
た
て
の
餅
を
ほ
お

み
で
つ
き
た
て
の
餅
を
ほ
お

ば
っ
て
い
た
。
同
施
設
で
は

ば
っ
て
い
た
。
同
施
設
で
は

２
歳
か
ら
高
校
生
ま
で

２
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
7272
人

が
生
活
し
て
い
る
。

が
生
活
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
で
生
ま
れ
、
京
都
御

　

鎌
倉
で
生
ま
れ
、
京
都
御

所
に
植
え
ら
れ
た
「
桐
ケ
谷

所
に
植
え
ら
れ
た
「
桐
ケ
谷

桜
」
の
普
及
を
は
か
る
活
動

桜
」
の
普
及
を
は
か
る
活
動

を
し
て
い
る
「
か
ま
く
ら
桜

を
し
て
い
る
「
か
ま
く
ら
桜

の
会
」
（
高
柳
英
麿
会
長
）

の
会
」
（
高
柳
英
麿
会
長
）

が
1111
月
2525
日
、
鎌
倉
市
小
町

日
、
鎌
倉
市
小
町

の
本
覚
寺
敷
地
内
に

の
本
覚
寺
敷
地
内
に
1010
本
の
本
の

苗
木
を
植
樹
し
た

苗
木
を
植
樹
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

２
年
先
に
は
開
花
が
期
待
で

２
年
先
に
は
開
花
が
期
待
で

き
る
と
い
う
。

き
る
と
い
う
。

　

花
は
中
心
が
白
色
で
周
辺

　

花
は
中
心
が
白
色
で
周
辺

に
ピ
ン
ク
が
残
る
オ
オ
シ
マ

に
ピ
ン
ク
が
残
る
オ
オ
シ
マ

ザ
ク
ラ
系
の
里
桜
で
、
京
都

ザ
ク
ラ
系
の
里
桜
で
、
京
都

御
所
の
左
近
の
桜
と
し
て
愛

御
所
の
左
近
の
桜
と
し
て
愛

で
ら
れ
た
。

で
ら
れ
た
。

　

鎌
倉
の
七
里
が
浜
楓
幼
稚

　

鎌
倉
の
七
里
が
浜
楓
幼
稚

園
の
父
親
の
会
「
か
え
で
Ｐ

園
の
父
親
の
会
「
か
え
で
Ｐ

ａ
ｐ
ａ
ｓ
」
が
、
平
成

ａ
ｐ
ａ
ｓ
」
が
、
平
成
2828
年

度
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

度
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

に
係
わ
る
文
部
科
学
大
臣
表

に
係
わ
る
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
、

彰
を
受
賞
し
、
1212
月
８
日
文

月
８
日
文

部
科
学
省
で
表
彰
式
が
行
わ

部
科
学
省
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。

れ
た
。

　

同
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の

　

同
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
を
目
的
に
２
０
０
６

見
守
り
を
目
的
に
２
０
０
６

年
春
発
足
し
、
父
親
同
士
の

年
春
発
足
し
、
父
親
同
士
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
地
域
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
地
域
の

安
心
安
全
を
守
る
活
動
を
し

安
心
安
全
を
守
る
活
動
を
し

て
い
る
。
初
代
代
表
の
中
里

て
い
る
。
初
代
代
表
の
中
里

成
光
さ
ん
は
、
「
同
会
も

成
光
さ
ん
は
、
「
同
会
も
1010

年
を
経
て
、
地
域
に
な
く
て

年
を
経
て
、
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

大
正
初
期
の
宮
家
別
邸
と

　

大
正
初
期
の
宮
家
別
邸
と

し
て
葉
山
に
唯
一
現
存
す
る

し
て
葉
山
に
唯
一
現
存
す
る

貴
重
な
遺
構
、
イ
エ
ズ
ス
孝

貴
重
な
遺
構
、
イ
エ
ズ
ス
孝

女
会
修
道
院
旧
館
（
旧
東
伏

女
会
修
道
院
旧
館
（
旧
東
伏

見
宮
別
邸
）

見
宮
別
邸
）
＝
写
真
＝

＝
写
真
＝
が
、
が
、

1111
月
1818
日
、
国
の
文
化
審
議

日
、
国
の
文
化
審
議

会
の
答
申
に
よ
り
、
今
春
に

会
の
答
申
に
よ
り
、
今
春
に

も
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造

も
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造

物
）
へ
登
録
さ
れ
る
見
通
し

物
）
へ
登
録
さ
れ
る
見
通
し

と
な
っ
た
。
町
内
で
は
２
０

と
な
っ
た
。
町
内
で
は
２
０

１
１
年
に
登
録
さ
れ
た
日
影

１
１
年
に
登
録
さ
れ
た
日
影

茶
屋
本
店
客
室
棟
と
同
石
蔵

茶
屋
本
店
客
室
棟
と
同
石
蔵

に
次
ぐ
３
件
目
と
な
る
。

に
次
ぐ
３
件
目
と
な
る
。

　

国
道
１
３
４
号
線
向
原
バ

　

国
道
１
３
４
号
線
向
原
バ

ス
停
近
く
の
山
側
に
位
置
す

ス
停
近
く
の
山
側
に
位
置
す

る
同
邸
は
、
東
伏
見
宮

る
同
邸
は
、
東
伏
見
宮
依よ

り
よ
り

仁ひ
と
ひ
と

親
王
の
別
邸
と
し
て
１
９
１

親
王
の
別
邸
と
し
て
１
９
１

４
年
（
大
正
３
）
に
竣
工
。

４
年
（
大
正
３
）
に
竣
工
。

皇
室
関
連
の
建
築
を
多
く
手

皇
室
関
連
の
建
築
を
多
く
手

掛
け
た

掛
け
た
木き

子ご

幸こ
う
こ
う

三ざ
ぶ
ざ
ぶ

郎ろ
う
ろ
う

が
設
計

が
設
計

を
担
当
し
た
。

を
担
当
し
た
。

　

宮
廷
洋
風
建
築
様
式
の
木

　

宮
廷
洋
風
建
築
様
式
の
木

造
２
階
（
一
部
３
階
）
建

造
２
階
（
一
部
３
階
）
建

て
、
白
く
輝
く
端
正
な
ド
イ

て
、
白
く
輝
く
端
正
な
ド
イ

ツ
下
見
板
張
り
の
外
壁
、
鎧

ツ
下
見
板
張
り
の
外
壁
、
鎧

戸
付
き
の
上
げ
下
げ
窓
、
寄

戸
付
き
の
上
げ
下
げ
窓
、
寄

棟
の
大
屋
根
な
ど
が
特
徴
。

棟
の
大
屋
根
な
ど
が
特
徴
。

２
階
２
階
1313
・
４
ｍ
、３
階
塔
屋

・
４
ｍ
、３
階
塔
屋
1515

ｍ
の
高
さ
が
堂
々
と
し
た
風

ｍ
の
高
さ
が
堂
々
と
し
た
風

格
と
気
品
を
放
つ
。
１
階
に

格
と
気
品
を
放
つ
。
１
階
に

応
接
室
や
食
堂
、
２
階
に
創

応
接
室
や
食
堂
、
２
階
に
創

建
時
の
意
匠
を
留
め
た
和
室

建
時
の
意
匠
を
留
め
た
和
室

と
洋
室
が
残
さ
れ
て
い
る
。

と
洋
室
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

敷
地
内
に
幼
稚
園
を
併
設

　

敷
地
内
に
幼
稚
園
を
併
設

し
て
い
る
た
め
、建
物
は
原

し
て
い
る
た
め
、建
物
は
原

則
非
公
開
だ
が
、「
旧
東
伏
見

則
非
公
開
だ
が
、「
旧
東
伏
見

宮
別
邸
保
存
の
た
め
の
文
化

宮
別
邸
保
存
の
た
め
の
文
化

サ
ロ
ン
の
会
」（
松
尾
明
美
代

サ
ロ
ン
の
会
」（
松
尾
明
美
代

表
）
が
内
覧
と
音
楽
会
に
軽

表
）
が
内
覧
と
音
楽
会
に
軽

食
会
を
合
わ
せ
た「
葉
山
テ

食
会
を
合
わ
せ
た「
葉
山
テ

ル
ト
ゥ
ー
リ
ア
」を
し
て
い

ル
ト
ゥ
ー
リ
ア
」を
し
て
い

る
。
今
年
か
ら
毎
月
第
４
日

る
。
今
年
か
ら
毎
月
第
４
日

曜
の
予
定
で
、
次
回
は
１
月

曜
の
予
定
で
、
次
回
は
１
月

2222
日
1414
〜
1717
時
。
一
般
２
千

時
。
一
般
２
千

５
百
円
、
学
生
千
５
百
円
の

５
百
円
、
学
生
千
５
百
円
の

参
加
費
は
全
額
寄
付
に
充
て

参
加
費
は
全
額
寄
付
に
充
て

ら
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
ワ
イ

ら
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
ワ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
ａ

ン
シ
ョ
ッ
プ
ａ 

ｄ
ａ
ｙ

ｄ
ａ
ｙ 

☎

０
４
６
・
８
７
１
・
８
１
７
１

０
４
６
・
８
７
１
・
８
１
７
１

左
か
ら
中
里
さ
ん
、
高
橋
栄

左
か
ら
中
里
さ
ん
、
高
橋
栄

園
長
、
現
役
Ｐ
ａ
ｐ
ａ
ｓ
副

園
長
、
現
役
Ｐ
ａ
ｐ
ａ
ｓ
副

リ
ー
ダ
ー
・
鈴
木
さ
ん

リ
ー
ダ
ー
・
鈴
木
さ
ん

仁
王
像
４
年
ぶ
り
ご
帰
還

鎌
倉
・
小
町
の
本
覚
寺

鎌
倉
・
小
町
の
本
覚
寺

山
内
静
夫
さ
ん
が
特
別
功
労
章

山
内
静
夫
さ
ん
が
特
別
功
労
章

小
津
作
品
で
日
本
映
画
界
に
貢
献

小
津
作
品
で
日
本
映
画
界
に
貢
献

鎌
倉
商
工
会
議
所

鎌
倉
商
工
会
議
所
7070
周
年
周
年

施
設
の
子
供
た
ち
に

施
設
の
子
供
た
ち
に

餅
つ
き
プ
レ
ゼ
ン
ト

餅
つ
き
プ
レ
ゼ
ン
ト

商
工
業
功
労
者
の
表
彰
も

商
工
業
功
労
者
の
表
彰
も

鎌
倉
菓
子
組
合

鎌
倉
菓
子
組
合

本
覚
寺
に

本
覚
寺
に

桐
ケ
谷
桜
植
樹

桐
ケ
谷
桜
植
樹

か
ま
く
ら
桜
の
会

か
ま
く
ら
桜
の
会

楓
幼
稚
園
の
父
親
会

楓
幼
稚
園
の
父
親
会

文
科
大
臣
表
彰

文
科
大
臣
表
彰

旧
東
伏
見
宮
別
邸
が

登
録
有
形
文
化
財
へ

葉
山
町
で
３
件
目

２０１７年（平成２９年）１月１日 第454号 1部　108円 （２）


